
神津島港岸壁に先端ケーソン座る！

発行：平成１７年９月

昨年度の２函のケーソンの据付に引き続き、本年度は岸壁の先端に最終ケーソン（堤頭函と呼ぶ）を据付けま

した。（平成 17 年 7 月 13 日）このケーソンの大きさは[長さ 29m、幅 30m、高さ 17.5m、重さ 6,500t]で昨年 4,900t
の 1.3 倍でした。これで、神津島港岸壁部の新設部は[長さ 79m、幅 30m]となりました。 

ケーソン据付状況

ケーソン据付完了

引き続き、平成 18 年度に既設岸壁の拡幅工事を行ない、沖側の岸壁が長さ[長さ 150m、幅 30m]の本船用岸壁

になります。 
また、平成 18 年度には赤灯台付近に新防波堤（延長 120m）の建設に着手します。          
神津島港岸壁拡幅全体の完成は平成 20 年度、新防波堤の完成は平成 21 年度を予定しております。 

ご不便をお掛けしますが、ご協力のほどよろしくお願いします。 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神津島空港管理事務所
　平成１７年８月２５日退庁時間の５時１５分を過ぎても神津島空港の責任者ＹＥさんと
電気担当のＹＳさんは空港管理事務所の中にいた。そう！台風１１号が午前中から忍
び寄り、午後４時頃には神津島は暴風域の東側にスッポリと入っていたのだ。既に滑走
路等の終業点検は終了していたが、電源局舎の切り換えと戸締まりが終わっておら
ず、二人は事務所の中に取り残され呆然としていた。勢力の強い台風１１号は、夜７時
になってますます勢いはじめ横殴りの雨と暴風を伴って、事務所の窓をガタガタと震わ
せた。事務所の隣にある航空気象観測室の風向・風速機器の針は、南東の風max７０
～７５kt（秒速３６～４０ｍ）を絶えず繰り返していた。８時を過ぎてもこの状態は変わら
ず時速１０ｋｍの足の遅い台風であることに苛立ちを覚えた。既に７時過ぎには、唯一
の情報源であるＮＨＫのＢＳ放送はアンテナが曲がったため写らなくなり、「愛の劇場砂
の嵐」を放映していた。このままではいけないと意を決したＹＳさんは、８時半過ぎ勇敢
にも電源局舎に車で向かった。戸締まりを終え、車庫に車を入れようとした一歩手前
で、ＹＳさんは顔をこわばらせながらブレーキを思い切り何度も何度も踏んだ。秒速４６
～４７ｍ位の突風が車の後ろから車を前に押し続けているのだ。無暗にハンドルも切れ
ない危険な状態が５分ほど続いた。それでも一瞬の隙をつきＹＳさんは無事車庫に生還
した。時計の針はいつの間にか９時半を過ぎていた。それまでじっと風向・風速機器を
見つめていたＹＥさんは、９時４４分ＹＳさんに向かって言った「帰ろう今しかない」と。横
殴りの雨と強風の中二人はそれぞれの車に乗り、多幸湾に至る都道は崖っぷちに面し
ているため危険と判断し、村道を通って山の中から村落へ出ることにした。予想はして
いたが、村道は倒木しており、１０ヵ所ほど道を塞いでいた。先導のＹＳさんの車はその
倒木を押しのけ前へ前へと進んだ。後続のＹＥさんの車もそれに続いた。命さながら空
港をでた二人は午後１０時、それぞれの自宅に何事も無かったかのように無事帰還し
た。

追記：翌日、自分の車（東京から
　　　持ってきた新車）を見たＹ
　　　Ｅさんは目を疑った。
　　　ワイパーはへし曲がり、左
　　　側ドアの側面はボコボコで、
　　　オートサイドミラーは動かな
　　　かった。
　　　空港ターミナルは午前
　　　１１時まで停電した。
　　　空港消防の化学消防車シャ
　　　ッターは大きく内側へへし曲
　　　げられた。
　　　（写真）
　

　

台風０５１１号奮戦記 !

これでは消防車は出られません！

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆
　港湾・空港へのご意見、ご要望、ご質問は下記まで

◎大島支庁神津島港湾空港管理事務所　ＴＥＬ：０４９９２－８－１３１１　ＦＡＸ：８－１３１３
◎大島支庁神津島出張所港湾工事担当　ＴＥＬ：０４９９２－８－０３１１　ＦＡＸ：８－０３１３
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